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第 5 章では淀川平水流量時に流入する土砂の輸送・堆積機構を解明するため，粒子の沈降速度を考慮した 3 次元粒
子追跡実験を実施している。各粒径ごとの土砂の輸送・堆積特性を把握し，三次元流動構造が土砂の輸送に及ぼす役
割について才食言すを行っている。






















(3) 淀川から流出した浮遊土砂の挙動を追跡するために，粒子の沈降速度を考慮、したラグラジアン 3 次元粒子追跡実
験を行った。その結果，淀川平水時流量時には西宮沖環流により東部海域表層部を須磨沖まで運ばれ，明石海峡から













を実施した。その結果，沖ノ瀬の底質の粒径<1> =3， 4 , 5 の粒子は播磨灘の明石川の河口付近と淡路島の北西海岸付
近の海底(水深10---""'20 m) から供給されており，沖ノ瀬周辺の海域に堆積することが分かった。一方，粒径<1>= 6, 7 
の粒子群は沖ノ瀬環流の外部の流れにより運ばれ，沖ノ瀬と20m の等水深線の聞の海域に半円状に堆積している分布
は，大阪湾における観測からの同粒径の堆積分布とよく似ていることから，同粒径の土砂は明石海峡からの速い潮流
とともに播磨灘の方から流入されたものと推定している。
以上のように，本論文では大阪湾に流入する河川|からの浮遊粒子の挙動を追跡することにより，河川水の影響を受
ける沿岸海域での物質輸送や堆積機構の解明ならびにその予測手法の確立の情報を与えており，沿岸海域の環境保全
のために貢献することが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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